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道徳科における情報モラルの指導

道徳科における情報モラルの指導の内容

情報モラル教育の一層の推進が必要となる中で，道徳科においても情
報モラルに関する指導の充実が強く求められています。

特に，以下の内容についての指導の充実を図りましょう！

◆健康を害するような行動について考えさせること
◆ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味を考えさせること
◆情報発信による他人や社会への影響について考えさせること
◆情報には，自他の権利があることを考えさせること
◆情報には，誤ったものや危険をもつものがあることを考えさせること



道徳科における情報モラルの指導で大切にしたいこと

観観念的に理解している道徳的価値を実感を伴った理解に深めること

○ゲームは時間を
決めることが大切

○SNSに人がいや
がることを書い
ちゃダメ

観念的な理解
（頭では分かっている）

新たな気づき
（自分の気づきではない）

【教材の提示】
教材等の問題場面での主
人公や登場人物の考えや
行動

〇考えや行動の基になる
道徳的価値は，なぜ大切
なのか。
〇行動したらどうなのか。

実感を伴った理解

○本当に●●する
ことは大切なんだ

○絶対に●●して
はダメなんだ こうすると

問題が解決
ができるぞ

解決に
向けた考え



情報モラル教育を道徳科で扱う際に大切にしたいこと

★① 多面的・多角的に考えさせる

（例）大切な理由（ダメな理由）をできるだけたくさん考えよう」等と問い掛け，
友達と対話や議論する場を設定して，１つや２つの理由に留まらず，様々
な立場や内容から考えさせる。

★② 経験とつなげて考えさせる
（例）「この気持ち分かる？」「なぜこの気持ち分かるのかな？」と問い掛ける
ことを通して，同じような気持ちになった経験を想起させ，自分の経験に基
づいて考えさせる。

★③ 問題解決に向けて考えさせる
「自分ならどうするか？」と問い掛け，問題解決に向けた具体的な行動と
そのように行動する理由を考えるを考えさせる。



教科書ページの抜粋

道徳学習指導例 中学１年生
現代的な課題との関わり

◆各学年の教科書に１～２つ「情報モラル」
に関連した教材やコラムが掲載されている

◆実態に応じて，教材を差し替えたり，
補助教材を加えたりすることも可能

◆扱う内容項目（道徳的価値）の理解が
大前提



４ 教材について （１）「言葉の向こうに」（光村図書）

道徳学習指導例 中学１年生

深夜に家で 翌日の帰宅後 食事の後 しばらくして

サッカーチームの
ファンサイトにアク
セスし，A選手の活
躍ぶりをネット上の
仲間と共有する。

ファンサイトにA選
手の悪口がたくさん
投稿されており，怒
りが込み上げる。

抗議の書き込みをす
ると，それに対する
反論が寄せられ，書
き込みがエスカレー
トする。

ファンサイトの投稿
者から，双方ともよ
くないと指摘され，
ショックを受ける。

私

感情的になり，ファ
ンサイトへの投稿者
からの助言を素直に
受け止めることがで
きない。

冷静になったところ
でファンサイトへの
投稿者からの助言を
見て，はっと我に返
る。

私



４ 教材について （２）「ネットの書き込み大丈夫（コラム）」（光村図書）

道徳学習指導例 中学１年生



道徳学習指導例 中学１年生

１ 教材名 「言葉の向こうに」，「ネットの書き込み大丈夫（コラム）」

（光村図書） ※2時間構成のユニット型授業

２ 主題 内容項目B－（9）相互理解，寛容 ◆関連する内容項

目B-（6）思いやり，感謝

３ ねらい SNSでトラブルに巻き込まれた主人公の物語を通して，

異なる立場の者どうしのコミュニケーションの取り方や寛

容さについて考えさせ，他者の思いや立場を考えて行動

していこうとする実践意欲を育てる。



道徳学習指導例 中学１年生
５ 指導の展開 （１）【１時間目 教材名 「言葉の向こうに」】

学習活動や主な発問

導入 〇「言葉の向こうに」を読む。※気になるところに線を引きながら読む。
①気になった理由はなんだろう。

展開

【学習課題】異なるものの見方や考え方をもつ人とコミュニケーションをとるとき，
大切なことはなんだろう。

②必死で反論する「私」の言葉が，だんだんエスカレートしたのはなぜだろう。
③加奈子がサイト上の誹謗中傷に対して反論した「負け惜しみなんて最低。悔しかったらそっちも
ゴールを決めたら！？」という書き込みがなぜいけなかったのだろう。

④では，あなたら，A選手への誹謗中傷の書き込みを見た時，どんな返答をするだろうか。
〇班で共有し，みんなが納得した返答を１つ選び，その理由も発表する。

まとめ 〇今日のまとめをする。

【まとめ】 相手の立場になって相手を理解しようとすることが大切。ただし，インターネット上で
コミュニケーションをとるときは，相手がどんな人か分からないので，自分の思いを伝
えるときは，相手がいることを想像して，攻撃したり刺激したりするような内容になら
ないよう十分に注意する。

★① 多面的・多角的に考える

★② 経験とつなげて考える

★③ 問題解決に向けて考える
★① 多面的・多角的に考える



道徳学習指導例 中学１年生

５ 指導の展開 （２）【２時間目 教材名 「ネットの書き込み大丈夫（コラム）」（光村図書）】

学習活動や主な発問

演習 〇 P86,87のコラム「情報モラル」の課題１，課題２のみを読み，まず個で考え，
その後班で話し合う。

①班になって，みんなが一番納得する「やってはいけない」選択肢を理由もつけて選ぼう。

振り返り 〇 今日の振り返りを書く。
②今日の授業を通して，考えたことを道徳ノートに書こう。
（これまでのこと， 今日学んだこと， これからのこと）

★① 多面的・多角的に考える

★③ 問題解決に向けて考える

課題１は（２）。悲しい気持ちになるから無視したくなるけれど，放置するとさら
にエスカレートするから。課題２は（３）。いじめにつながる中傷を見て見ぬする
のは，いじめに加担することと同じ。でも，直接注意するのは，今度は自分が中傷
される危険もあるから，大人や先生にすぐに相談した方がいいと思うから。



文部科学省「情報モラル」に関する資料

以下に，「情報モラル」に関する指導資料へアクセスできるサイトを紹介します。

各校の実態，児童生徒の発達段階に合わせて，ご活用ください。

文部科学省 「情報モラル教育の充実 児童生徒向け啓発資料」

文部科学省 「情報モラルに関する指導の充実に資する児童生徒

向けの動画教材・スライド資料」


